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研究成果の概要（和文）：本研究では，博物館が，従来までの設置者-運営者-来館者間の関係性のみならず，多
様なステークホルダーとの関係性構築における新たな価値提供や，収益化の可能性を考えた上で活動評価を行う
ことができるような評価方法を提案した。システムズエンジニアリングの考え方を取り入れ，博物館ミッション
から詳細な活動を段階的に分解するイネーブラーフレームワーク，ステークホルダー間の価値循環を可視化する
顧客価値連鎖分析を組み合わせ，評価項目を導出するフレームワークを作成した。また，この作成過程で関係者
間のディスカッションを促し，博物館の課題や可能性について，多様な気づきをもたらすことができることがわ
かった。

研究成果の概要（英文）：In this study, we proposed an evaluation method that enables museums to 
evaluate museum activities not only based on the conventional relationship between the establisher, 
operator, and visitor, but also by considering the possibility of providing new value in building 
relationships with various stakeholders and monetizing their activities. We created a framework for 
deriving evaluation items by adopting a systems engineering approach and combining an enabler 
framework for step-by-step decomposition of detailed activities from the museum mission and a 
customer value chain analysis for visualization of the value chain among stakeholders. In addition, 
we found that the process of creating the framework encouraged discussion among the stakeholders and
 brought about various insights into the issues and possibilities of museums.

研究分野：システムデザイン・マネジメント

キーワード： 博物館評価　価値循環　フレームワーク　システムズエンジニアリング　システムデザイン

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ミッションとステークホルダーの関心事項を考慮し，両視点を統合することで，体系立てて評価項目を作ること
のできるプロセスを設計することができた。本手法の評価者である協力機関の学芸員からは，評価項目作成にあ
たっての考えを整理することができたとの感想を得ることができた。また，本手法の効果検証を行う中で，評価
項目作成過程において参加者らが館の課題や存在意義，新たな価値創出の可能性に気づくことができるというメ
リットがあることが明らかになった。各博物館の独自の価値とは何かを明確にし，それにより新たな収益化の方
法や地域経済への貢献といったことも考えることができるようになるのではないかと考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
博物館は教育，学術，文化の発展への寄与に加え，生涯学習や地域づくりの拠点としての様々な
役割を求められるようになっている。しかしながら，博物館の活動評価は，行政（教育委員会）
による公の施設全般を対象とした指定管理者の募集要項や選定基準に左右されやすいことや（高
井 2020），学校教育を強く意識することで，各館の特性を反映しきれず画一的なものになってし
まうといった懸念がある。館の特性を踏まえた評価指標を作成するためには，館独自のミッショ
ンおよび，地域におけるステークホルダーとの関係性を踏まえ，その期待に応えることを意識す
る必要がある。 
 一方で，近年，博物館運営に関する行政予算は縮小傾向にあり，文化財事業は高い公共性を有
するものの，収益化は困難な状況にある。観光資源として博物館が活用されることへの期待が高
まる中，従来までの価値提供と収益の在り方を脱した新たな在り方を模索する必要が出てきて
いる。 
こうした背景から，博物館は，従来までの設置者-運営者-来館者間の関係性のみならず，多様な
ステークホルダーとの関係性をどのように構築し，新たな価値を提供していくか，どのような新
たな収益化の可能性があるかを考えた上で，活動評価を行なっていく必要があるのではないか
と考えた。 
 
２．研究の目的 
 
そこで我々の研究グループは、博物館活動の価値提供の再考を促す評価項目を作成するための
手法を構築すべく，博物館活動の中でも特に，来館者との直接的なインタラクションが最も多く，
博物館担当職員以外でも実施することができるために関係者を幅広く考えることができるとい
う特徴を持つ，体験学習・ワークショップを取り上げ，その企画運営のあり方に焦点を当てた評
価項目作成方法を開発することとした。 
 
３．研究の方法 
 
物館ミッションから詳細な活動を段階的に分解し，strategy Layerと Action Layerに層別した
(イネーブラーフレームワーク，図 1,2)。次にステークホルダーの同定と，ステークホルダー間
の価値循環を Customer Value Chain Analysis(CVCA)(Ishii K, 2001)により分析した（図 3）。
さらにミッションから分解した必要機能に関心を持つステークホルダーを特定し，ステークホ
ルダーの関心事項を評価観点とし，ミッション実現のための活動がステークホルダーの求める
価値を提供しているかどうかを確認するための評価項目を作成するフレームワークを構築した 
(図 4,5)。このフレームワークからは博物館活動全体の評価項目を作ることができるが，体験学
習・ワークショップに焦点を当てる場合，必要に応じて該当部分のみを抜き出し利用することを
想定している。 
活動の意義についての関係者間でのディスカッションを重視したい場合には，Value Graph 
(Ishii K and Kmenta M, 2003)に一部 Value Propositionの考え方を付加して改変した手法を
用いた（図 6）。 
本手法の効果検討のため野田市郷土博物館，富山県朝日町まいぶん KAN，大阪府立弥生文化博物
館、横浜市歴史博物館、飛騨みやがわ考古民俗館の関係者の協力をいただいた。 
 

 
図１ 博物館ミッションから必要機能を分解するためのイネーブラーフレームワーク 
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図２ 博物館ミッションからの機能分解例  

 
図３Customer Value Chain Analysis(CVCA)の例 

 
図４Strategy Layer から作成された評価項目例  
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図 5 Value Graph と Value Proposition を組み合わせ，活動の意義を可視化・分析した例 
 
４．研究成果 

ミッションとステークホルダーの関心事項を考慮し，両視点を統合することで，体系立てて評価

項目を作ることのできるプロセスを設計することができた。本手法の評価者である協力機関の

学芸員からは，評価項目作成にあたっての考えを整理することができたとの感想を得られた。一

方で，作業には時間がかかるというデメリットと，一人で作業するよりも博物館学芸員，教育委

員会，その他のステークホルダーなどの様々な立場の関係者を集めてのワーク，または，あらか

じめ関係者へのヒアリングをした上で作成をすると効果的であろうという指摘があった。 
本手法の効果検証を行う中で，評価項目作成過程において，参加者らが館の課題や存在意義，新

たな価値創出の可能性に気づくことができるというメリットがあることが明らかになった。 
野田市郷土博物館，富山県朝日町まいぶん KAN の学芸員の方達の協力による検証では，イネー

ブラーフレームワークを用いたミッションの分解のワークを行う過程で，また明文化されてい

ないミッションが存在していることや，ミッションとして掲げられているものが，実は手段であ

って目的ではないことなどが明らかになった。また，弥生文化博物館の関係者らが行なった

CVCA を用いたステークホルダーの関係分析からは，周辺公共施設との学習に関する役割分担

と連携により，教育効果の向上，地域における各施設の価値向上を狙うことができるということ

が認識された。さらに，関西国際空港に近いという立地から，外国人観光客を誘導し，観光資源

として活用するという可能性も見出すことができた。横浜市歴史博物館では，新型コロナウィル

スの感染拡大により，初めてオンライン上でのワークショップを行なった。オンラインホワイト

ボードソフトを用いての作業を参加者にしてもらったが，作業開始時には操作方法に慣れない

ため多少の戸惑いが見られたが，ワークを進めるにつれ操作に慣れ問題なく進めることができ



 

 

た。来館者以外の視点での評価を作るという点では評価ができるが，客観性，定量性の観点で説

得力のある評価を作成するのは難しいという指摘があった。評価指標の測定方法まで詳細に議

論する時間を取れなかったため，作成した評価が現実的ではないという印象を与えてしまった

ように思われる。定量的な測定に落とし込むための既存の手法を整理し，それらを活用して実質

的に利用可能な評価項目とすることが今後求められる。 

飛騨みやがわ考古民俗館石棒クラブ関係者とのワークショップもオンラインで行なった。石棒

クラブの活動と価値を可視化することで，石棒クラブが活動目的として掲げる飛騨市の関係人

口増加以外にも，正解を求めない価値観を許容し，明確な役割を担わずとも緩くつながることが

できるコミュニティであること，明確な価値がわからないものを扱っているからこそ他の自治

体からも模倣しやすい地域活性化モデルを提示できるといった価値に気づくことができた。こ

のようにまず価値を同定することができれば，それらを評価の観点とすることができる。 

今回我々が開発した手法は，元々は博物館の体験学習・ワークショップの評価項目作成を目的と

したものであったが，上述のように，評価項目作成過程で関係者間のディスカッションを促し，

博物館の課題や可能性について，多様な気づきをもたらすことができることがわかった。体験学

習・ワークショップの評価項目作成に留めず，博物館活動全体の価値を再考するために用いると

良いのではないかと思われる。課題は，横浜市歴史博物館の事例で述べたとおり，適切な評価測

定方法を同定するプロセスまで組み込むことであるが，一方で評価測定方法の特定までを一連

のワークショップ内で行うと，1 日がかりとなってしまい，参加者の負担が大きくなることが懸

念される。各施設で必要な部分のみを選択したワークショップを行うことや，数回に分けて実施

することで，負担を軽減することはできるだろう。 

 

今回開発した手法に関係する要素間の関係

性を図 6 のように可視化した。価値は，受

け取り手であるステークホルダーの関心事

ごとに異なること，その関心事にマッチし

た機能（活動）を提供することにより価値

が生み出されることを示している。本手法

は，これらの要素の関係性から，博物館が

生み出す価値を評価することができるよう

意図したものである。 

最終年度では，博物館関係者を対象とした研究の概要を理解してもらうための動画を作成・公開

した。また，上記の個別事例紹介も含めた研究紹介ウェブサイトを作成・公開した。

(https://www.museumevaluation.net)。 
 
<引用文献> 
高井 健司, 博物館評価の現状と今後-新たな制度の構築に向けて，日本の博物館のこれからⅡ－

博物館の在り方と博物館法を考える－ 79 – 92, 2020, 大阪市立自然史博物館  
Ishii K. (2001) Customer value chain analysis (CVCA). In: Ishii K (ed) ME317 dfM: product 
definition coursebook. Stanford Bookstore, Stanford University, pp 1.3.1–1.3.8 
Ishii, K and Kmenta, S. (2003) ‘2.1 Value Engineering (Value Identification and Functional 
Analysis)’, ME317dfM: Product Design Value Engineering, Reader, Stanford University. 
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